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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年3月27日(2008.3.27)

【公開番号】特開2005-248176(P2005-248176A)
【公開日】平成17年9月15日(2005.9.15)
【年通号数】公開・登録公報2005-036
【出願番号】特願2005-34127(P2005-34127)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｊ 153/02     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  25/10     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  25/14     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  25/16     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｊ 153/02    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  25/10    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  25/14    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  25/16    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/00    　　　Ｋ
   Ｂ３２Ｂ  27/30    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｊ  11/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月8日(2008.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラジアルブロックコポリマー（ＰＳ‐ＰＩ‐ＰＢ）ｎＸ、そこではＰＳがポリスチレン
であり、ＰＩがポリイソプレンであり、ＰＢがポリブタジエンであり、Ｘが該ラジアルブ
ロックコポリマーの形成に使用された多官能性カップリング剤の残基であり、ｎが３以上
であってＸに付されたＰＳ‐ＰＩ‐ＰＢの腕の数を表し、そして該ラジアルブロックコポ
リマーのスチレン含有量が２５重量％～５０重量％である、
　線状ブロックコポリマー、
　粘着付与樹脂、
　液状可塑剤、並びに
　任意にワックス
　を含むホットメルト接着剤であり、そこでは、該接着剤の重量基準で、前記ラジアルブ
ロックコポリマーが１５重量％未満の量で存在し、該線状ポリマーが２０重量％以下の量
で存在し、該粘着付与樹脂が３０～７０重量％の量で存在し、該可塑剤が２０重量％未満
の量で存在し、そして該ワックスが０重量％～５重量％の量で存在する、ホットメルト接
着剤。
【請求項２】
　液状可塑剤とワックスの両方を含む、請求項１に記載の接着剤。
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【請求項３】
　前記ラジアルブロックコポリマーの各腕の数平均分子量が３０，０００～９５，０００
である、請求項１または２に記載の接着剤。
【請求項４】
　該ラジアルブロックコポリマーが２５％未満のジ‐ブロック百分率を有する、請求項１
～３いずれか一項に記載の接着剤。
【請求項５】
　該ラジアルブロックコポリマーが２０％未満のジ‐ブロック百分率を有する、請求項４
に記載の接着剤。
【請求項６】
　前記線状ブロックコポリマーが、スチレン‐イソプレン‐スチレン、スチレン‐ブタジ
エン‐スチレン、スチレン‐イソブチレン‐スチレン、スチレン‐ｂ‐エチレン／ブチレ
ン‐b‐スチレン、及び／又はスチレン‐ｂ‐エチレン／プロピレン‐b‐スチレンである
、請求項１～５いずれか一項に記載の接着剤。
【請求項７】
　ｎが３～６である、請求項１～６いずれか一項に記載の接着剤。
【請求項８】
　請求項１～７いずれか一項に記載の接着剤を含む製品。
【請求項９】
　弾性糸を含む、請求項８に記載の製品。
【請求項１０】
　使い捨て可能な吸収体製品である、請求項８に記載の製品。
【請求項１１】
　使い捨て可能な弾性製品である、請求項１０に記載の製品。
【請求項１２】
　おむつである、請求項１１に記載の製品。
【請求項１３】
　請求項１に記載の接着剤を少なくとも第１の基材に適用する工程、並びに該第１の基材
上に存在する該接着剤に少なくとも第２の基材を接触させ、そのことによって前記第１及
び第２の基材が一緒に結合される工程を含む、第１の基材を第２の基材に結合するための
方法。
【請求項１４】
　少なくとも一つの基材が弾性ポリウレタン糸である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　少なくとも一つの基材が不織布である、請求項１３に記載の方法。
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